
■プログラム

岐阜市における「超短時間雇用」の取り組み
～具体的な雇用事例を交えて～

岐阜市超短時間ワーク応援センター
センター長 大原 真須美 氏

難病患者の就労支援について
～関係機関の取り組みと連携～

●パネルディスカッション

働きたいと希望を持つ難病患者が、働くこと
をあきらめない就労支援ネットワークづくり

コーディネーター： 愛知教育大学健康支援センター（教授・産業医）
田中優司 先生

パネリスト： ①難病ケアコーディネーターの取り組み
眞田智衣氏（岐阜県総合医療センター 難病ケアコーディネーター）

②ハローワークの難病患者就職サポーターの取り組み
岩田昌子氏（岐阜ハローワーク 難病患者就職サポーター）

③岐阜障害者職業センターの取り組み

茂木修氏（岐阜障害者職業センター主任障害者職業カウンセラー）

④地域の両立支援相談窓口としての薬局の役割

長瀬琢磨氏 （ユニバーサルコーポレーション両立支援コーディネーター）

⑤社会保険労務士の取り組み障害年金をもらいながら安心して働く

森千晴氏（ぶどうの樹 両立支援コーディネーター）

ggifukenn
主催・問い合わせ先： 岐阜大学医学部附属病院 総合患者サポートセンター内 難病医療連絡協議会事務局

ＴＥＬ０５８－２３０－６０００ ＰＨＳ７１７４ e-mail：tanaka.reiko.c3@mail.f.thers.ac.jp

●講 演

６０名
（対面式は申し込み先着順）

定員（６０名に達しましたら締め切り
（１０月１８日）前でも受付を終了させ
ていただくことがあります。

事後オンデマンド配信でも受講が可
能です。オンデマンド視聴を希望さ
れる方も、申込みをお願いします。

講師

公開シンポジウム
オンデマンド配信あり 

2024年度 難病ケアコーディネーター等研修事業

こんな方に
・難病医療ネットワーク病院の
難病ケアコーディネーターの方
・難病の療養支援に関わる方
・就労支援に関わる方
・行政（保健福祉、労働）の方
・障害者雇用にご理解ある医療関
係、保健福祉等の事業者の方など

【日時】１０／３０（水）
１３：３０～１６：００

（受付１３時）

 【会場】 岐阜大学医学部
附属病院 １階
多目的ホール

定員

受講料

申し込み

無料

事前申し込み制
事前申し込み期限は

月 日（ ）

以下の事前申し込みサイトから、

フォームに必要事項をご記入の上、

お申込みください。

https://www.hosp.gifu-

u.ac.jp/official/nanbyo.html

ご記入いただいた個人情報は、参

加者属性調査と本シンポジウムの

連絡用以外は使用しません。

事後オンデマンド配信の視聴

事前申し込みをされた方に、オンデ
マンド配信開始のメールとログインす
るIDとパスワードをお知らせします。

また、視聴後はアンケートへのご協
力もよろしくお願いします。



岐阜市では、多様な働き方を実現するためのワークダイバーシ
ティの推進を目指しています。

その一つとして、長時間働くことが難しい人の社会参加及び自立
を推進するため、週２０時間未満の雇用である超短時間雇用に取り
組んでいます。

・人手が欲しい
・残業が多くて困っている
・いつかやりたいができていない
業務がある

超短時間雇用とは…

東京大学先端科学技術研究センター近藤武夫教授が提唱している新しい雇用の形です。

人手がほしい企業と、短時間で働きたい求職者（超短時間ワーカー）をマッチングし、両者にとっ

てメリットのある雇用を創出する取り組みです。（※障害者雇用率の算定対象外）

岐阜市における
超短時間雇用創出事業の取り組みについて

＜お問い合わせ先＞

岐阜市超短時間ワーク応援センター

住所 岐阜市学園町２丁目３３番地

（岐阜県障がい者総合就労支援センター内）

TEL ０５８－２１５－８２８０

高齢者グループホームでの仕事

仕事内容：施設内の消毒作業

洗濯物たたみ

勤務日数：週２日、１日２時間

建築設計事務所での仕事

仕事内容：データ入力

勤務日数：週１日、１日３時間

ビジネスホテルでの仕事

仕事内容：ホテル客室の

ベッドシーツはがし

勤務日数：週３～５日、１日３時間

・短時間であれば仕
事ができる
・特定の仕事に取り
組みたい

岐阜市の雇用事例

「超短時間ワーク応援センター」が
以下のサポートを行います！！
企業へ 仕事の切り出しから雇用・職場継続
求職者へ 労働条件の整理・求人の検討・職場見学や体験をサポート
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